
◎美浜文化ホール

「ドラマティック・リーディング

林芙美子『夜猿』と画家・青木繁」

「夜猿」は画家・青木繁の死の直前の日々を

描いています。青木の生涯も会のメンバー

の朗読で紹介し、ゲストのお二人による「夜

猿」のドラマティック・リーディングをお楽

しみください。ゲスト:山川建夫さん (フリ

ーアナウンサー)・にゃん原律多さん (しん

だだんごむし主宰)

▽日時：2022年4月25日 (月)14:00～16:00

(受付開始13：30)▽場所:美浜文化ホール・

2F音楽ホール(千葉市美浜区真砂5-15-2）▽

入場料:1,000円(大人・中学生以上)▽定員:

150名(先着順・要予約※車椅子2名）▽申込

方法:下記のメールか電話で①夜猿②お名前

③電話番号をお伝えください▽メールアド

レス：yomiyomi0010@gmail.com▽事務局℡

090-3501-7103 (10時～18時)※4日経っても

返信メールがない場合はお電話ください。
▽主催:よみよみの会/後援:千葉市※状況に

より定員変更や催事が延期になる場合がご

ざいます。

◎千葉市美術館

①「生誕100年 清水九兵衞／六兵衞」

生誕100年を記念して、彫刻と陶芸という

二つの表現領域で活躍した清水九兵衞／六

兵衞（1922-2006）の初めてとなる回顧展を

開催します。

▽会期：2022年4月13日(水)～ 7月3日(日)

［前期］4月13日(水)～ 5月22日(日)［後期］

5月24日(火)～ 7月3日(日)▽休館日：5月2

日(月)・6月6日(月)▽休室日：5月23日(月)、

6月20日(月)▽観覧料：一般1,200円（960円）

大学生700円(560円)・小中学生、高校生無料

※( )内は前売券、および市内在住65歳以上

の料金。※障害者手帳をお持ちの方とその

介護者1名は無料▽前売券：ミュージアムシ

ョップ・ローソンチケット［Lコード：32529］

・セブンイレブン［セブンチケット］および

千葉都市モノレール「千葉みなと駅」「千葉

駅」「都賀駅」「千城台駅」の窓口にて2022

年4月12日まで販売（4月13日以降は当日券

販売）。▽リピーター割引：チケット(有料)

半券のご提示で2回目以降の観覧料半額。▽

ナイトミュージアム割引：金・土曜日の

18:00以降は観覧料半額。※本展チケットで

5階常設展示室「千葉市美術館コレクション

選」もご覧いただけます。※割引併用は不可。

②「つくりかけラボ07」

植本一子 あの日のことおぼえてる？

つくりかけラボは、「五感でたのしむ」「素

材にふれる」「コミュニケーションがはじま

る」いずれかのテーマに沿った公開制作や

ワークショップを通して空間を作り上げて

いく、参加・体験型のアーティストプロジェ

クトです。いつでも誰でも、空間が変化し続

けるクリエイティブな「つくりかけ」を楽し

み、アートに関わることができる表現の場

です。

▽会期2022年4月13日(水)～7月3日(日)▽休

館日・休室日：5月2日(月)、6月6日(月)▽観

覧料：無料▽主催：千葉市美術館▽会場：4

階子どもアトリエ▽問合せ先：千葉市美術

館 ℡043-221-2311

◎BOOK PARK ちばぎんざ 内覧会

本に囲まれた屋内公園「BOOK PARK ちばぎ

んざ」。簡単な会員登録で誰でも無料で本が

借りられるほか、24時間営業や貸切利用の

サービスもあり。内覧会では無人蔵書販売

システム、非接触型端末等のデモンストレ

ーション、シェアスペース運営実績をご紹

介。

▽日時：2022年４月21日(木)・23日(土)13時

～17時※時間内入退出自由▽場所:千葉市中

央区中央３丁目3-9ＭＦ9ビル2階（旧ちばぎ

んざ図書館）

◎ギャラリー古島

「山本早苗 版画展」

4月8日(金)～4月18日(月)※4/14(木)休廊

「―天然藍 灰汁醗酵建て―

壺草苑のしごと展」

4月22日(金)～5月4日(水)※4/28(木)休廊

▽千葉市中央区春日2-25-11古島籐家具店2

階（ＪＲ西千葉駅西友側徒歩1分）

℡043-243-3313/FAX043-241-3041

稲
毛

新
聞

（
以

下
・
稲

）

初
代
少
子
化
大
臣
や
男

女
共
同
参
画
担
当
大
臣

を
務
め
ら
れ
、
国
際
政

治
学
者
や
軍
縮
会
議
日

本
政
府
代
表
特
命
全
権

大
使
も
歴
任
さ
れ
た
外

交
が
専
門
の
お
立
場
だ

と
伺
っ
て
い
ま
す
が
、

近
時
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情

勢
に
つ
い
て
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

猪
口

議
員

（
以

下
・
猪

）

軍
事
侵
略
は
国
際
法
違

反
で
あ
り
、
ロ
シ
ア
は

即
時
停
戦
に
応
じ
る
べ

き
で
す
。
明
白
な
軍
事

侵
略
に
対
し
て
Ｎ
Ａ
Ｔ

Ｏ
（
北
大
西
洋
条
約
機

構
）
軍
の
軍
事
反
撃
で

は
な
く
Ｇ
７
（
先
進
７

か
国
首
脳
会
議
）
主
導

の
非
軍
事
的
、
平
和
的

な
経
済
制
裁
で
反
撃
し

て
い
ま
す
。
日
本
は
Ｇ

７
の
な
か
で
２
番
目
の

規
模
の
経
済
で
あ
り
経

済
制
裁
の
隊
列
の
中
核

を
成
し
て
い
ま
す
。
こ

の
７
か
国
で
世
界
経
済

の
５
割
近
く
を
占
め
、

ま
た
各
国
経
済
の
成
熟

と
Ｇ
７
の
連
帯
の
強
さ

に
よ
り
侵
略
国
を
停
戦

協
議
の
外
交
交
渉
の
テ

ー
ブ
ル
に
つ
か
せ
る
た

め
の
経
済
制
裁
を
行
っ

て
い
ま
す
。
軍
事
侵
略

に
対
し
軍
事
反
撃
で
は

な
い
、
主
要
経
済
の
規

模
と
成
熟
と
連
帯
で
反

撃
す
る
時
代
で
あ
り
、

経
済
は
平
和
の
促
進
力

に
な
り
ま
す
。
今
後
国
連

改
革
を
進
め
、
Ｇ
７
の
２

番
目
の
経
済
大
国
で
あ

る
日
本
は
常
任
理
事
国

入
り
を
求
め
る
力
強
い

外
交
を
展
開
す
べ
き
で

す
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
対
し

国
際
法
で
完
全
禁
止
さ

れ
て
い
る
ク
ラ
ス
タ
ー

爆
弾
が
使
わ
れ
て
い
た

よ
う
で
す
。
一
つ
の
爆
弾

か
ら
子
弾
が
百
以
上
も

飛
び
出
し
、
戦
争
が
終
わ

っ
て
も
農
地
に
残
っ
て

子
ど
も
が
被
ば
く
し
た

り
し
ま
す
。
平
和
が
回
復

し
た
後
に
は
日
本
は
金

属
探
知
機
搭
載
の
ロ
ボ

ッ
ト
な
ど
で
安
全
な
大

地
を
回
復
さ
せ
る
支
援

を
行
う
べ
き
で
す
ね
。

稲
・
自
民
党
一
億
総
活
躍

推
進
本
部
長
を
お
務
め

で
す
が
課
題
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

猪
・
自
民
党
一
億
総
活
躍

推
進
本
部
で
は
「
選
択
的

週
休
３
日
制
」
を
提
言

し
、
昨
年
の
６
月
か
ら
政

府
方
針
に
反
映
さ
れ
て

い
ま
す
。
子
育
て
、
介
護
、

レ
カ
レ
ン
ト
教
育
、
地
方

兼
業
な
ど
の
た
め
に
週

休
２
日
で
間
に
合
わ
な

い
と
き
は
３
日
を
申
請

す
る
こ
と
が
で
き
る
制

度
で
、
自
助
・
共
助
を
支

え
る
分
野
横
断
的
な
制

度
と
な
り
、
本
業
を
離
職

せ
ず
に
人
生
の
別
の
課

題
に
も
積
極
的
に
取
り

組
む
こ
と
が
可
能
に
な

る
制
度
で
す
。
働
き
方
改

革
の
一
種
で
す
が
、
人
間

の
幸
福
や
社
会
の
安
定

に
役
立
つ
制
度
に
発
展

す
る
と
思
い
ま
す
。
中
小

企
業
へ
の
補
助
金
な
ど

整
備
し
ま
す
。

稲
・
こ
れ
か
ら
の
千
葉
県

に
と
っ
て
重
要
な
課
題

は
何
で
、
そ
れ
に
ど
う
対

処
す
べ
き
で
し
ょ
う
か
。

猪
・
「
千
葉
は
宝
」
、
こ

れ
が
私
の
標
語
で
す
。
農

林
漁
業
の
豊
か
さ
を
維

持
し
、
初
代
の
食
育
大
臣

を
務
め
た
の
で
、
地
産
地

消
で
学
校
給
食
も
拡
充

し
ま
す
。
私
の
夢
は
高
校

に
も
地
域
と
協
力
し
て

学
校
給
食
を
導
入
す
る

こ
と
で
す
。
成
田
国
際
空

港
や
圏
央
道
な
ど
世
界

と
つ
な
が
り
、
首
都
圏
を

支
え
る
千
葉
の
イ
ン
フ

ラ
と
モ
ビ
リ
テ
ィ
ー
の

振
興
を
進
め
る
べ
き
で

す
。
福
祉
、
教
育
、
文
化

活
動
な
ど
人
間
社
会
の

基
本
を
高
い
水
準
で
維

持
し
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク

需
要
も
取
り
込
ん
で
、
ポ

ス
ト
コ
ロ
ナ
の
時
代
の

地
方
生
活
を
楽
し
み
た

い
と
い
う
働
き
方
新
時

代
の
舞
台
と
な
る
べ
き

で
す
。
防
災
と
治
安
の
手

本
を
示
す
県
で
あ
り
た

い
と
思
い
ま
す
し
、
ま
た

自
衛
隊
駐
屯
地
の
多
い

千
葉
は
日
本
の
安
全
保

障
へ
の
意
識
の
高
い
県

で
あ
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保

障
の
た
め
銚
子
沖
洋
上

風
力
発
電
な
ど
、
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
最
前
線
を
切

り
開
く
県
で
あ
り
た
い

で
す
ね
。

稲
・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
の
影
響

は
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
出

現
で
新
た
な
局
面
を
迎

え
て
い
ま
す
。
ウ
イ
ズ
コ

ロ
ナ
、
ま
た
は
ア
フ
タ
ー

コ
ロ
ナ
に
向
け
て
何
が

重
要
だ
と
お
考
え
で
し

ょ
う
か
。

猪
・
マ
ス
ク
と
手
洗
い
、

３
密
回
避
は
基
本
で
す
。

ワ
ク
チ
ン
も
有
益
で
日

本
も
国
産
ワ
ク
チ
ン
製

造
の
能
力
を
培
う
べ
き

で
す
。
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ

の
新
時
代
に
は
大
胆
な

働
き
方
改
革
、
自
然
環
境

へ
の
接
近
、
文
化
芸
術
活

動
の
隆
盛
、
家
族
生
活
の

充
実
、
女
性
の
活
躍
な

ど
、
文
明
が
進
む
こ
と
に

な
る
で
し
ょ
う
。
日
本
の

社
会
と
経
済
が
そ
の
転

換
点
を
見
逃
さ
ず
に
、
雄

飛
す
る
こ
と
を
支
え
た

い
と
思
い
ま
す
。

稲
・
こ
れ
ま
で
の
国
民
と

の
触
れ
合
い
の
中
で
印

象
に
残
っ
て
い
る
こ
と

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

猪
・
「
憲
法
を
考
え
る
ふ

る
さ
と
対
話
」
を
コ
ロ
ナ

前
は
毎
週
末
、
千
葉
県
の

ど
ち
ら
か
の
町
で
行
っ

て
い
ま
し
た
。
と
く
に
動

員
を
か
け
な
い
対
話
シ

リ
ー
ズ
で
し
た
が
、
百
人

以
上
の
方
々
が
集
ま
っ

て
く
れ
、
有
意
義
な
意
見

交
換
が
で
き
ま
し
た
。
ま

た
コ
ロ
ナ
前
は
千
葉
県

は
祭
り
が
盛
ん
で
、
積
極

的
に
参
加
し
て
楽
し
み

ま
し
た
。
消
防
出
初
式
も

地
域
防
災
を
担
う
方
々

へ
の
敬
意
を
表
し
に
可

能
な
限
り
で
参
加
す
る

と
、
会
場
に
は
地
域
の
様

々
な
方
が
大
勢
集
ま
っ

て
い
る
の
で
、
楽
し
い
会

話
の
ひ
と
と
き
に
も
な

り
ま
す
。

稲
・
女
性
議
員
が
増
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の

世
論
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
が
、
実
現
の
た
め
に
必

要
な
こ
と
は
？

猪
・
雇
用
し
た
女
性
職
員

が
育
児
や
介
護
な
ど
で

離
職
し
な
い
で
す
む
よ

う
前
述
の
「
選
択
的
週
休

３
日
制
度
」
を
普
及
さ
せ

る
こ
と
（
２
面
に
続
く
）

　
今
年
に
入
り
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
第
６

波
が
今
ま
で
に
な
い
勢

い
で
感
染
者
を
増
や
し

て
き
ま
し
た
が
、
そ
れ

を
凌
駕
す
る
ニ
ュ
ー
ス

が
飛
び
込
ん
で
き
ま
し

た
。
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ

ク
ラ
イ
ナ
へ
の
侵
攻
。

第
二
次
世
界
大
戦
以
降

も
様
々
な
紛
争
や
内
戦

は
あ
り
ま
し
た
が
こ
こ

ま
で
露
骨
な
侵
略
戦
争

は
無
か
っ
た
の
で
は
。

　
先
日
あ
る
ラ
ジ
オ
の

番
組
に
ロ
シ
ア
の
紛
争

に
詳
し
い
ゲ
ス
ト
の
方

が
話
し
て
い
た
の
は
、

チ
ェ
チ
ェ
ン
紛
争
や
ク

リ
ミ
ア
半
島
併
合
の
他

に
も
あ
ま
り
報
道
さ
れ

て
い
な
い
色
々
な
紛
争

が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
…

と
の
こ
と
。
ソ
ビ
エ
ト

連
邦
の
崩
壊
か
ら
旧
東

側
国
の
民
主
化
や

N
A

T
O加

盟
な
ど
ロ
シ
ア

に
と
っ
て
都
合
の
悪
い

事
案
に
は
必
ず
何
ら
か

の
紛
争
が
あ
っ
た
と
。

　
正
直
言
っ
て
や
や
平

和
ボ
ケ
の
感
が
あ
る
日

本
、
い
や
私
た
ち
戦
争

を
経
験
し
て
い
な
い
人

間
に
と
っ
て
は
、
こ
の

戦
争
も
ア
メ
リ
カ
も
イ

ラ
ク
も
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
も
他
人
事
な
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
い
く
ら

北
朝
鮮
が
ミ
サ
イ
ル
を

発
射
し
て
も
そ
れ
は
同

じ
こ
と
…
。

　
し
か
し
北
朝
鮮
や
中

国
の
脅
威
が
あ
る
に
し

て
も
、
自
分
の
利
益
の

為
に
隣
国
に
武
力
を
も

っ
て
侵
攻
す
る
ロ
シ
ア

と
い
う
国
の
東
側
の
隣

国
は
領
土
問
題
を
抱
え

て
い
る
日
本
な
ん
で
す

よ
ね
…
（

M）

地域活動で深まる仲間との絆

　名前やロゴ入りのＴ
シャツなどオリジナル

プリントウエアの企画

販売を行うグッティー

株式会社は2006年の創

業以来、地元の学校や企
業、サークル、スポーツ

チームなどから注文を

受けてきた。

　代表の伊藤公則さんは「お揃い
のウエアはチームの結束を高め、

思い出として残る大切なもの」と

いう気持ちから、お客さんが納得

できるまでとことん対応。メーカ

ーで13年間積み上げた経験を生か

して、生地やプリントに関してプ
ロとしてのアドバイスも。　そん

な伊藤さんの真摯な姿勢と商品の

質が好評でリピーターが多く、新

規客は紹介がほとんどだとか。し

かし、ここ２年ほどは新型コロナ

ウイルス感染拡大により大きな影

響を受けた。「マラソン大会や文化

祭などイベントの自粛で、Ｔシャ

ツをつくる機会がなくなり売り上

げも落ち込みました。補助金でな
んとか継続してきましたが、今年

こそ日常が戻るといいですね」と

コロナ収束に期待を寄せた。

　グッティーの商品は全国からＬ

ＩＮＥやネットで発注可能。一方、

ネット注文が心配という方には直

接会って対応してくれるので安心

だ。「お客様と会って打ち合わせし

ていると、趣味のアウトドアの話

で打ち解けたり、共通の知人がい
たり…。みなさん、どこかでつなが

っているんですよね」と笑顔。プロ

としての経験値だけでなく気さく

な人柄や、一つ一つのご縁を大切

にしてきたことでもファンを増や

してきたのだろう。「何年か後、ま

たオリジナルウエアをつくるとき

に思い出してもらえる存在になり

たいですね」と語っ
た。

　創業当時から地域

活動にも一生懸命な

伊藤さん。会社員時代

に転勤を経験したこ
とから、結婚後は子ど

ものために「地元」を

つくりたかったと話

す。千葉市に根を降ろしてからはお
祭りをはじめ、町内会活動に積極的

に参加するほか、息子さんのサッカ

ーチームでもご縁を広げてきた。

　その後、2017年には地元の消防団

の立ち上げにも協力。子守神社のお

祭りを盛り上げてきた町内会の仲
間と共に、千葉市花見川区幕張本郷

地区第４分団７部を立ち上げ、消防

団がなかった地域に新たな防災拠

点が誕生した。

「出初め式に参加したり、町内会か

らの依頼で防災訓練をサポートし

たり、台風後には落下物や倒れた木

の撤去を行っています。火の用心の

夜回りでは細い道を歩くことで暗

い場所や危険個所を細かく把握で

きるようになり、地域を見直す新た

な気づきにもなりました。地域の防

災力を上げるために、今後は公園な

どで啓蒙活動を行いたいと考えて

います」。

　町内会で共に活動してきた仲間

との絆は、消防団の活動によってさ

らに深まっているという。伊藤さん

にとって彼らはビジネスでもプラ

イベートでも助け合える信頼でき
る存在。このような地域の結びつき

が安心安全かつ魅力的なまちづく

りの土台となっていくのだろうと
頼もしさを感じた。

◇グッティー株式会社
◇千葉市花見川区幕張

本郷3-11-1-1410

◇℡0120-99-3690

伊藤 公則 さん（53）千葉市花見川区区在住

グッティー株式会社　

オリジナルプリントウエアの企画販売

代表取締役


